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安全のために必ずお守りください

こ使用前にこの「安全上の注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。

この説明書では、機器を安全に正しくお使い頂き、お客様や他の人々への危害や財産へ

の損害を未然に防止するために、いろいろな表示をしています。その表示と意味はつぎ

のようになっています。お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる場所

に必ず保存してください。

また転居される場合は、新しく入居される方が、製品を安全にお使いいただけるために、

この説明書を新しく入居される方、または取次ぎされる方にお渡しください。

△　　苞客　ムヒ

　　百　　El
この表示を無視して、誤った取扱いをすると、死亡または、

重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

△注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、傷害または、

物理的損害が発生する可能性があることを示しています。

△警告

　　　　○う

導鱗恩回
　　　　襲

水がかかったり、表面に結露

を生じるような浴室などでは、

絶対に使用しないでください。

故障・漏電の原因となります。

懸餓
“、少
　ひ　　～

　　　こ　＿

水での丸洗いはおやめくださ

い。故障・漏電の原因となり
ます。

意注△
　　　　　蟄

陶器に衝撃を与えないように

してください。陶器が破損し

てケガをしたり、漏水のため、

家財を汚す原因になることが

あります。

陶器に熱湯を注がないでくだ

さい。

陶器が破損してケガをしたり、

漏水のため、家財を汚す原因

になることがあります。

小便器ボウル内に芳香剤、氷

などを置かないでください。

万一、その芳香剤、氷などが

排水路をふさぐと洗浄水が小

便器からあふれ、家財を汚す

原因となることがあります。

小便器ボウル内の汚水がスムー

ズに流れなくなった場合は、

便器排水路や排水管につまり

が生じている恐れがあります。

そのまま使用すると洗浄水が

あふれ、家財を汚す原因とな

ることがありますので、掃除

を行ってください。

長期間使用しないときは、乾

電池を抜き取ってください。

漏水など予想しない事故のた

め、家財を汚す原因になるこ
とがあります。
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特長
①ファジー制御＆スブ

　レッダ洗浄で節水

②清掃性の向上・

③外観すっきD

④前洗浄機能一

⑤設備保護タイマー・・

⑥掃除モード・「

’小便器の使用頻度と使用時間をセンサが感知し、それぞれの

場合に適量な水を流すファジー制御機能に加え、スプレッダ

洗浄方式を採用。勢いのある水を吐水することにより、当社

旧US一体形小便器に比べ約20％の節水を実現しました。

・ボール面周囲の水返しをなくすことにより・今まで掃除しに

くかったボール面が簡単に掃除できます。又床置タイプは、

足元の凹みをなくし、汚れがたまりにくく、掃除しやすい形

状となりました。

・甲センサが組込み式でしかも給水管が壁面に露出しないためト

イレ全体がすっきりとし、使用時の圧迫感がありません・

・使用中に水を流す前洗浄機能が付いています。

（走鞭霧響無謹讐瓢1’ますが必要）

・長時間小便器を使用しないときでも一定の間隔で目動的に洗

浄し、小便器排水管の乾きを防ぎます。

・光電センサに洗浄用磁石を近づけると、人が小便器の前に立

　っても感知しなくなり、清掃時に便利です。

各部のなまえ

ストール小便器（US620CI〈S、US610CKS）

　　　　　ユニふた

．≦◎

　　　　　　 一　　止水栓
　　　　　　　　薙墾

　　　　　　　壁
　　　　　　　　化粧ボルト

排水ソケ

遵

本体

六角痒レンチ　　　用磁石

　付　　属　　品

底
スパナ

壁掛ストール小便器（US520CKS、US720CKS）

　　　　　ヨニふた

　　＿一

　　　　　～。　一
　　　　　　　漣織

不体

フランジ

属　　品

備蓬レンテ

轟然
スパナ

3

作動のしくみ
①感知

●器具から60、T 以内に接近すると、

ゆ

●使用後、小便器よ，　れると、

小便器を本洗浄しまg。

②本洗浄

　　　　○

、丞、

〆ファジー制御による吐水について

●感知開始から約2沙後または唱
5手少慢に、小便器を2先浄し諜す

冨●前洗浄する場合rま12ぺ

前洗浄

の設定が必要てす。

　　悩

ヒ

⊃
　
）

●使用頻度に合わせて吐水量を

　自動調節①②

使用頻度を小便器の未使用時間

で判断し、それぞれの場合に最適

な洗浄パターンで吐水。未使用

時間が短いときには頻繁に小便

器を利用しているとみなし、少

なめの水量を。未使用時間が長

いときは、あまり利用されてい

ないとみなし、しっかりと流れ

るようにふつうの水量だけ流し
ます。

●小便量に合わせて吐水量を自

　動調節③④

小便器の使用時間から小便量を

推定し、小便量の多少に合わせて、

最適の量を吐水。使用時間が短

いときは量が少ないとみなし、

少なめの水量を。使用時間が長

いときは量が多いとみなし、ふ

つうの水量だけ流します。

一

①使用頻度が高いとぎ（オフィスの昼休み、映画館の休憩時等）

　　　　〃

圃
7

　　’　　　ク　　　〃　　　ρ
少なめ　　少なめ　　少琢め　　少なめ　　　ふっう　　少なめ

l　　　l

②使用頻度が低いとき（早朝や夜のオフィス、人通りの少なし、公園等）

「
ク ク

◎　　　◎
③使用時間が短いとき二少量 ④使用時間が長いとき二多量

※連続して5回少なめの水量を流

　した時は必ず6回目にふつうの
　水量を流します。
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手入れのしかた

／
，／
／

↑

諺ノ
　　　％

※着脱トラップは樹脂製のため、

多少変色することがあります。

5

●ボール面内の清掃時は掃除モードを利用し

　てください。

光電センサに洗浄用磁石を近づける

光電センサが感知しなくなる（掃除モード）

rO分後※

「 通常モードに戻る（自動復帰） 1
※掃除モード中の10分間は、磁石を近づ

　けると、約4C吐水します。

●センサ部が汚れたら、適量に薄めた中性洗

剤をふくませた布で拭き取ってください。

　その後、水をふくませた布をよく絞って洗

　剤を拭き取り、最後にから拭きしてくださ

　い。

●センサ部は、クレンザー、みがき粉や粗い

　粒子を含む洗剤、シンナー、ベンジン、酸

　性やアルカリ性の洗剤およびナイロンたわ

　しなどは、表面を傷つけたり侵したりしま

　すので使用しないでください。

●着脱トラップを取外して掃除する場合は、

　ゴム手袋をして着脱トラップのとっ手部を

つまみ、持ち上げて掃除をしてください。

●掃除する場合は、中性洗剤とやわらかいス

　ポンジを乙使用ください。

●着脱トラップは、お湯や洗剤に浸した：り

　洗剤を塗って放置したりすると、表面が

　変質したりすることがありますのでこ注

　意ください。

故障したとぎは

故障したときは、まず断水中でないか確認し、異常がなければ上ふたを取外してから次の

点検項目にそって点検してください。各部品の場所は、各部のなまえの項（3ページ）で

こ確認くださし、。点検項目にそって点検しても故障が直らない場合や、なお不審な場合は、

止水栓の開閉ねじを閉じた後、お取付店・販売店または東陶メンテナンス（株）にこ相談く

ださい。

上ふたのはずしかた

P
ゆるめる

　　　　　　 Lふた

∈　　　　　　1一　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　／1

　　一
薩彦回　　藁
　　一　　　　　、、、

化粧ホルト

1
η
　
ゆ
る
め
る

コネクタの抜き差しの要領

冷
．
＿
碑

ε
＼縢灘こ引
●コネクタをはずすときは、

　ロックを押し下げて引き抜
んでくたさい． いてください。

押す

　　　　ロツク

N藻一
　〆～
　　　＼＼’
　　　・寸寸

　　　＼

叢慧鴫

点検項目

上ふたをはずすときは、化粧ボル

トをゆるめた後、化粧ボルトを内

側へ押しこんでから上ふたをもち
あ1ずて下さし、。

上ふたを取付けるときは、化粧ボ

ルトを強く締め込みすぎて小便器

本体を割らないようこ注意くださ
いQ

①水が出ない

②水が止まらない

③洗浄水量が適切でない

ゆ∈璽〕

唖璽／
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①水が出ない
r　　　　　　　　　　　　＼
水が出なくなる前、

使用中に電池交換予

告ランプが点滅して

いた。

水 が　出　な　い

　　／
　　／
予告ランプ（点滅）

＼　　　　　　　　　　　　　　ノ

〆　　　　　＼

電池を取り

出して、も

r　　　　　　　へ

※使用していな

〆　　　　　　　　＼
　センサに手をか

　ざす。

水が出なくなる前、

使用中に電池交換予

告ランプが点滅して

いたかどうか、わか

5ない。

う一度入れ

直してくだ

さい。

●要領は13

ページをこ

覧ください。

マークが点

灯しない。

※使用していな

くても（O）

　マークが点灯

　する。

　　　　　　　点灯しなし／

点灯する

電池を交換
してくださ
い。

●交換の要
　領は、13
　ページを
　こ覧くだ
　さい。

が
な
水
出
い

⊂塞）電池を入糎すこと墜り、10分
　　　　　間だけ電池父換予告フンプ（O）
　　　　　が感知表示ランプとして働くため、、
　　　　　※印の確認は電池入れ直し後、10分
　　　　　以内に行ってください。

元バルブおよ

び止水栓を開

く。

※使用中だけ

　（O）マー

　クが点灯す

　る。

止水栓

　＼
　 （㍉

態、
　　》ゆ

㌧
　　開 開いたが出ない

感知距離を調節する。調節方法は、

11ページをご覧ください。

ン 口三」ゲ神τくプヒニい　9キ▽ッフを府

【レζ，
1、

恒ll鋳確D』
v』書≧』』
　　戸

水　が　出　な　い

r
電
磁
弁
用
（
赤　　　　　　　　　　へ　　　　　　黒）コネク

タの接続を確認する。

　　　電磁弁用コネクタ
＼

水が出ない ＞

〆
　
　
＼
　
　
し

　一

　　　　　　　　一
ノ又 ／一＼、

雑
讐
　
　鼓＼
甑森
閉　＼詣　、

曳開し

融る＞
　接続
　されて
　ない

＼／　　　　　　　　　　＼
正しく接続する。

●要領は6ページをこ覧

水が＼
出ない／

＼　　　　　　　　ノ
ください。

ノ

取
付
工
事
店
．
販
売
店
ま
た
は
東
陶
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
株
）
へ
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②水が止まらない

一一＼　瓢「
　＼、

　　職

1
　

●止水栓の八ンドルを時計回りの方向へ回し
　水を止める。

9

取
付
工
事
店
・
販
売
店
ま
た
は
東
陶
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
株
）
へ

③洗浄水量が適切でない

　　　　（』〆ふさぎふた

　　　　㌧1　　　フィルタ

　　　　奮

－二＼ξ、螺詠
　　＼響．

　　獣＼i1グ
　　　　　　　　、／／－－r／
　　　　　　　　1フ

鼠
必
蔚

憲
町
、

●洗浄水量が少ない場合

①止水栓のパンドルを時計回りの方向へ回し、止水する。

②ふさぎふたを外し、フィルタをとり出す。

③フィルタの目づまりをブラシ等で軽く除去する。

Oフィルタを分解しないでください。

●止水栓は全開状態でこ使用ください。

　止水栓を絞ると洗浄能力が低下して衛生性を損なう場合が

　あります。

が
で
量
切
い

水
適
な

取
付
工
事
店
・
販
売
店
ま
た
は
東
陶
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
株
）
へ
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感知距離の調節方法

●感知距離は、工場で調節後出荷しておりますので、通常の調節は不用です。万一通常の

使用状態で感知しなかったり、対向壁等を感知してしまうときは、次の要領で調節して

ください。

シールははがさないで下さい。

の

キャップを

外す

スイッチ

感知鵬

備考

1
700

2　　3

600　500

出荷時

4
380

単位lmm）

◎4
◎ 、＿r㌧㊥ 礁『

　　　◎　◎慧
9　　　⑨

～

調節方法

①感知しない場合（感知表示ランプが点灯しない）

　●感知距離調節スイッチを口」へ回す。

②感知しっぱなしの場合（感知表示ランプが消灯しない）

　●感知距離調節スイッチを「3」又は「4」へ回す。

　●スイッチには無理な力を加えないでください。

　●感知距離を必要以上に長くすると誤作動の原因になりますので必要最小限にとどめ

　　てください。

11

、

前洗浄の設定

●前洗浄は、工場出荷時は切になっております。必要に応じて切換えてください・

9
キャップを外す

　　ぢ 　　ハ　　　　　　

癒』恥、
！（欝一＼…ヌ

－7一一　　　　r一

「「「
田　〕＞　菖

設定方法

　　　　　　　ハ●コントローラの便塾）側のキャップを外してください。

●前洗浄する場合は「A」または「B」の位置に設定してください・

　「A」　感知開始から約2秒後に洗浄します。

　「B」　感知開始から約5秒後に洗浄します。

12



電池の交換 アフターサービス
電池交換予告

撫
1自i

滅点

電池の交換要領

　　　　　風

〃　硲’

　　　杢＼　　　1〃／

　　　　　o　　／

●コントローラの乾電池が吉れかかって

　くると、感知するたびに電池交換予告

　ランプが20回点滅します。

●電池交換予告ランプが点滅し始めたら、

　お早めに次の要領で電池交換をしてく

　ださい。

●電池交換方法

　①コントローラ上面の4本のねじをゆ

　　るめて電池ふたを外します。

②消耗した電池をとりはずします。

③電池の向ぎに注意して電池を組み込

　み、ふたをしてねじをとめます。

●乾電池は単3アルカリ乾電池です。単3マンガン乾電池では寿命が短くなります。

●乾電池の取替は一度に全部行ってください。

●新しい乾電池と古い乾電池・もしくは異種の電池を混用しないでください。

●アフターサービスを依頼される前に、6ページの故障したときはの項をもう一度こ確認下

さい。

●それでも不具合な場合、あるいは不明な場合はこ自身で修理せず、お取付店・販売店ま

たは東陶メンテナンス（株）にこ連絡ください。

●アフターサービスをお申しつけのときは、次の事をお知らせください。

①製品名：US一体形小便器

②形式：US620CKS、US610CKS、US520CIくS、US720CKSのいずれか

③故障の現象（できるだけ詳しく）

④取付年月日

⑤お名前・住所・電話番号

⑥道順

保証について

　この説明書に「保証書」を添付しておりますので、必ずお取付工事店名、取付け日などの

　記入をお確かめになり、無料修理規定をよくお読みのうえ、大切に保存してください。

●保証期間中に修理を依頼されるときは、お取付店・販売店または東陶メンテナンス（株）

　に「保証書」をそえて修理を依頼してください。

●保証期間経過後、修理を依頼されるとぎは、まずお取付店・販売店または東陶メンテナ

　ンス（株）にこ相談ください。

　修理により製品の機能が維持でぎる場合は、乙希望により有料で修理いたします。

●この器具の補修用性能部品の最低保有期間は製造打切後9年です。

　なお、補修用性能部品とは、製品の機能を維持するための部品です。

※使用済の乾電池は不燃ゴミとして処理してください。
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詳 戴
罰 　 　 聯 ⊂ ω 昭 0 0 パ ω ⊂ ω ① 一 〇 〇 八 oD ⊂ ω ㎝ h ⊃ 0 0 木 ω 　 　 　 　 ⊂ 0 0 刈 m O O パ GO

唐 　 へ 　 q

（ 冊 鏑 潤 削 ）

偲 ω ざ て 廿 ⊂

欝 醐 註 仁 斜

偲 ω ご マ 廿 ⊂

甜 醐 侍 斜 掛

偲 ω 関 セ δ ⊂ 　 　 冊 ω 園 ミ 廿 し

鮒 醐 首 昏 斜 　 　 　 　 揖 潤 活 斜 斜

、 」 二 細 舗 駅 洋

7 守 （ 風 酬 湿 跳

× 7 1 芒 唐 へ 風

　 　 （ 升 駅 ）

丁 畑 で q 酬 賑 培

N 7 1 芒 矯 へ 風

　 　 （ 丹 駅 ）

7 U で 駄 酬 曲 は 糾 　 　 　 7 畑 で “ 酬 面 は 腓

睡 準 攣 × 7 1 」 マ 　 　 　 　 鷹 礁 7 N 7 ー 」 マ

　 　 埼 へ 風 　 　 　 　 陣 ⊂ モ 駄 唐 へ 風

馳 匙 4 離
（ 前 ） （ 魍 訟 ） （ 副 叫 ）

轟 b O × 嵩 O × 一 一 ω O

（ 南 ） （ 魍 訪 ） （ 副 叫 ） （ 前 ） （ 魍 m ） （ 酬 叫 ） 　 （ 前 ） （ 魍 m ） （ 副 叫 ）

ω 8 × ω c ・ 。 × 一 。 m ㎝ 　 ミ 。 × ω ① 。 × ⑬ ① 。 「 食 。 × ω 。 ・ 。 × お 。 ㎝

腱 罰 餌 欄 誉 ㎝ ω 盃 誉 お 盃 　 　 　 一 　 　 書 ω 刈 盃 　 　 　 』 　 　 諾 き 語
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〆
対
象
部
位
・
機
能
保
証
期
間
、

基
本
保
証

便
　
器

据
付
け
引
渡
し
後

　
2
力
年

客 　 様

お
と
こ
ろ
扉
）

一
電
気
機
器

据
付
け
引
渡
し
後

　
1
力
年

お 取 付 店 名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

電
話
　
　
　
　

特
定
機
能
の

解
長
保
証

防
水
機
能

据
付
け
引
渡
し
後

　
5
力
年

　
　
　
　
　
ノ

㊦
防
水
機
能
保
証
範
囲
例
：
便
器
及
び
タ
ン
ク
陶
器
本
体
部
の
衝

撃
以
外
に
自
然
に
発
生
す
る
割
れ
・
ひ
び
に
よ
る
水
ア
れ
。

大
望
は
　
木
妻
評
薪
内
容
で
鉦
料
修
理
を
行
う
こ
と
を
お
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据
付
け
弓
1渡
し
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年
月
日
ノ

や
　
　
①
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防
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能
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便
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体
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衝

据
付
け
引
渡
し
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年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
　
撃
以
外
に
自
然
に
発
生
す
る
割
れ
・
ひ
び
に
よ
る
水
ア
れ
。

上
欄
に
記
入
の
な
し
、
場
合
は
無
効
と
な
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ま
す
の
で
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必
ず
翻
る
赫
翌
内
容
で
無
料
II
多
理
を
行
う
こ
と
を
お
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有
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を
こ
確
認
く
だ
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一 刈

1，
取
扱
説
明
書
、
張
付
け
ラ
ベ
ル
な
ど
の
注
意
書
に
し
た
が
っ
た
正
常
な
使

　
用
状
態
で
故
障
し
た
場
合
に
は
、
表
記
の
期
問
、
無
料
修
理
い
た
し
ま
す
。

2
，
保
証
期
問
内
に
故
障
し
て
無
料
修
理
を
受
け
る
場
合
は
、
お
取
付
店
・
販

　
売
店
ま
た
は
東
陶
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
株
）
に
こ
依
頼
の
上
、
出
張
修
理
に
際

　
　
し
て
、
本
書
を
こ
提
示
く
だ
さ
い
。

3．
こ
贈
答
品
な
ど
で
本
書
に
記
入
し
て
あ
る
お
取
付
店
ま
た
は
販
売
店
に
修

　
理
が
乙
依
頼
で
き
な
い
場
合
に
は
、
「
取
扱
説
明
書
」
に
記
載
の
東
陶
メ
ン

　
テ
ナ
ン
ス
（
株
）
へ
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

4．
保
証
期
間
内
で
も
、
次
の
場
合
に
は
有
料
修
理
に
な
り
ま
す
。

　
　
〔
イ
）
取
扱
説
明
書
な
ど
に
記
載
さ
れ
た
適
切
な
使
用
ま
た
は
維
持
管
理
を
行

　
　
　
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
不
具
合
。

　
　
（
□
）
施
工
説
明
書
な
ど
に
基
づ
か
な
い
施
工
・
修
理
な
ど
に
起
因
す
る
不
具
合
。

　
　
㈹
専
門
業
者
以
外
に
よ
る
移
動
・
分
解
な
ど
に
起
因
す
る
不
具
合
。

　
　
（
コ
建
築
躯
体
の
変
形
に
起
因
す
る
不
具
合
。

　
　
（
ホ
）
色
あ
せ
な
ど
の
経
年
変
化
ま
た
は
使
用
に
伴
う
傷
、
摩
耗
な
ど
の
外
観

　
　
　
上
の
不
具
合
。

　
　
囚
火
災
・
公
害
・
ガ
ス
害
（
硫
化
水
素
ガ
ス
）
・
塩
害
ま
た
は
異
常
電
圧
・

　
　
　
指
定
外
の
使
用
電
源
（
電
圧
、
周
波
数
）
な
ど
に
起
因
す
る
不
具
合
。

　
　
／
卜
）
ね
ず
み
な
ど
の
動
物
の
行
為
に
起
因
す
る
不
具
合
。

　
　
〔
チ
）
地
震
、
噴
火
．
洪
水
、
落
雷
、
津
波
な
ど
天
変
地
異
ま
た
は
、
戦
争
、

　
　
　
暴
動
な
ど
破
壊
行
為
に
よ
る
不
具
合
。

　
　
（
」
）
パ
ッ
キ
ン
な
ど
消
耗
部
品
の
通
常
消
耗
以
外
の
損
傷
に
起
因
す
る
不
具
合
。

　
　
／
ヌ
ン
砂
や
ゴ
ミ
な
ど
の
配
管
内
の
異
物
に
起
因
す
る
不
具
合
。

　
　
（
ル
）
温
泉
水
、
井
戸
水
な
ど
で
あ
っ
て
水
道
法
に
定
め
ら
れ
た
飲
料
水
の
水

　
　
　
質
基
準
に
適
合
し
な
い
水
を
供
給
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
不
具
合
。

　
　
（
ヲ
1寒
冷
地
仕
様
で
は
な
い
場
合
の
凍
結
に
起
因
す
る
不
具
合
。

　
　
⑰
本
書
の
こ
提
示
が
な
い
場
合
。

　
　
／
カ
）
本
書
に
お
客
様
名
、
お
取
付
店
名
ま
た
は
販
売
店
名
、
据
付
け
引
渡
し

　
　
　
日
の
記
入
の
な
い
場
合
。

5　
本
書
は
日
本
国
内
に
お
い
て
の
み
有
効
で
す
。

6　
本
書
は
再
発
行
し
ま
せ
ん
の
で
、
紛
失
し
な
い
よ
う
大
切
に
保
存
し
て
く

　
　
だ
さ
い
。

　
修
理
を
お
約
束
す
る
も
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
保
証
書
に
よ
っ
て
お
客
様
の
法
律
上
の
権
利
を
制
限

　
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
保
証
期
間
経
過
後
の
修
理
な
ど
に
つ
い
て
乙
不
明
の
場
合
は
、
「
取
扱
説
明
書
」

　
に
記
載
の
お
客
様
相
談
室
ま
た
は
東
陶
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
株
）
に
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
保
証
書
は
　
本
書
に
明
示
し
た
期
間
、
条
件
の
も
と
に
お
い
て
、
無
料

年
月
日
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東陶機器株式会社

商品のお問合せは丁0丁0お客嫁相談室へ

｝⑪嘱2◎一◎諺一囎鱒畷⑪瞳受付1！寺r2月：∫1え日　9：〔｝〔）～18：〔）〔）

　　　　　　土・日・祝日上〔）論0～1竃〔）0

　　　　　　（夏期休暇・年末年始を除く〉
インターネットホームページ　htヒp一／／www　toto、co．lp／

†荊修部品のこ購入はTOTOパーツセンターへ

噸剛四〇120－82鑛譲一欝騒囲　　：il乙EI　9；。⊂｝～18：（）（ワ

　　　　　　十・日・祝日1〔）：00、⊥81〔）O

　　　　　　（夏期休暇・午末年始を除く）

修理についてのこ用命は菓陶メンテナンス（株）へ

甲寧⑪12⑪一1◎鯛》一◎5回国受付（年蜘オ、）

　　　受付時朋：関東・甲信越地区8：00～20100
　　　　　　1上記以外の地区9：00～20：00
　　　1方問修理（：年中無休）　㌻）：（〕〔）一18『（）（）

商品に関するこ相談や修理については、下記のお取付工事店・販売店へ

本社〒802－8601北九州南小倉北区中島2十1 （093）90F・2－ 「

2001，10
HO6163R



US 1~1~~."/J\\1~:~~! 7 j~;tl 'J~~~:;t!3~~47 L~~~J 安全のために必ずお守りくださいこ使用前にこの「安全上の注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。この説明書では、機器を安全に正しくお使い頂き、お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな表示をしています。その表示と意味はつぎのようになっています。お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる場所に必ず保存してください。また転居される場合は、新しく入居される方が、製品を安全にお使いいただけるために、この説明書を新しく入居される方、または取次ぎされる方にお渡しください。△　　苞客　ムヒ　　百　　Elこの表示を無視して、誤った取扱いをすると、死亡または、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。△注意この表示を無視して、誤った取扱いをすると、傷害または、物理的損害が発生する可能性があることを示しています。△警告　　　　○う導鱗恩回　　　　襲水がかかったり、表面に結露を生じるような浴室などでは、絶対に使用しないでください。故障・漏電の原因となります。懸餓“、少　ひ　　〜　　　こ　＿水での丸洗いはおやめください。故障・漏電の原因となります。意注△　　　　　蟄陶器に衝撃を与えないようにしてください。陶器が破損してケガをしたり、漏水のため、家財を汚す原因になることがあります。陶器に熱湯を注がないでください。陶器が破損してケガをしたり、漏水のため、家財を汚す原因になることがあります。小便器ボウル内に芳香剤、氷などを置かないでください。万一、その芳香剤、氷などが排水路をふさぐと洗浄水が小便器からあふれ、家財を汚す原因となることがあります。小便器ボウル内の汚水がスムーズに流れなくなった場合は、便器排水路や排水管につまりが生じている恐れがあります。そのまま使用すると洗浄水があふれ、家財を汚す原因となることがありますので、掃除を行ってください。長期間使用しないときは、乾電池を抜き取ってください。漏水など予想しない事故のため、家財を汚す原因になることがあります。2特長�@ファジー制御＆スブ　レッダ洗浄で節水�A清掃性の向上・�B外観すっきD�C前洗浄機能一�D設備保護タイマー・・�E掃除モード・「’小便器の使用頻度と使用時間をセンサが感知し、それぞれの場合に適量な水を流すファジー制御機能に加え、スプレッダ洗浄方式を採用。勢いのある水を吐水することにより、当社旧US一体形小便器に比べ約20％の節水を実現しました。・ボール面周囲の水返しをなくすことにより・今まで掃除しにくかったボール面が簡単に掃除できます。又床置タイプは、足元の凹みをなくし、汚れがたまりにくく、掃除しやすい形状となりました。・甲センサが組込み式でしかも給水管が壁面に露出しないためトイレ全体がすっきりとし、使用時の圧迫感がありません・・使用中に水を流す前洗浄機能が付いています。（走鞭霧響無謹讐瓢1’ますが必要）・長時間小便器を使用しないときでも一定の間隔で目動的に洗浄し、小便器排水管の乾きを防ぎます。・光電センサに洗浄用磁石を近づけると、人が小便器の前に立　っても感知しなくなり、清掃時に便利です。各部のなまえストール小便器（US620CI〈S、US610CKS）　　　　　ユニふた．≦◎　　　　　　一　　止水栓　　　　　　　　薙墾　　　　　　　壁　　　　　　　　化粧ボルト排水ソケ遵本体六角痒レンチ　　　用磁石　付　　属　　品底スパナ壁掛ストール小便器（US520CKS、US720CKS）　　　　　ヨニふた　　＿一　　　　　〜。　一　　　　　　　漣織不体フランジ属　　品備蓬レンテ轟然スパナ3作動のしくみ�@感知●器具から60、T以内に接近すると、ゆ●使用後、小便器よ，　れると、小便器を本洗浄しまg。�A本洗浄　　　　○、丞、〆ファジー制御による吐水について●感知開始から約2沙後または唱5手少慢に、小便器を2先浄し諜す冨●前洗浄する場合rま12ぺ前洗浄の設定が必要てす。　　悩ヒ⊃　）●使用頻度に合わせて吐水量を　自動調節�@�A使用頻度を小便器の未使用時間で判断し、それぞれの場合に最適な洗浄パターンで吐水。未使用時間が短いときには頻繁に小便器を利用しているとみなし、少なめの水量を。未使用時間が長いときは、あまり利用されていないとみなし、しっかりと流れるようにふつうの水量だけ流します。●小便量に合わせて吐水量を自　動調節�B�C小便器の使用時間から小便量を推定し、小便量の多少に合わせて、最適の量を吐水。使用時間が短いときは量が少ないとみなし、少なめの水量を。使用時間が長いときは量が多いとみなし、ふつうの水量だけ流します。一�@使用頻度が高いとぎ（オフィスの昼休み、映画館の休憩時等）　　　　〃圃7　　’　　　ク　　　〃　　　ρ少なめ　　少なめ　　少琢め　　少なめ　　　ふっう　　少なめl　　　l�A使用頻度が低いとき（早朝や夜のオフィス、人通りの少なし、公園等）「クク◎　　　◎�B使用時間が短いとき二少量�C使用時間が長いとき二多量※連続して5回少なめの水量を流　した時は必ず6回目にふつうの　水量を流します。4手入れのしかた／，／／↑諺ノ　　　％※着脱トラップは樹脂製のため、多少変色することがあります。5●ボール面内の清掃時は掃除モードを利用し　てください。光電センサに洗浄用磁石を近づける光電センサが感知しなくなる（掃除モード）rO分後※「通常モードに戻る（自動復帰）1※掃除モード中の10分間は、磁石を近づ　けると、約4C吐水します。●センサ部が汚れたら、適量に薄めた中性洗剤をふくませた布で拭き取ってください。　その後、水をふくませた布をよく絞って洗　剤を拭き取り、最後にから拭きしてくださ　い。●センサ部は、クレンザー、みがき粉や粗い　粒子を含む洗剤、シンナー、ベンジン、酸　性やアルカリ性の洗剤およびナイロンたわ　しなどは、表面を傷つけたり侵したりしま　すので使用しないでください。●着脱トラップを取外して掃除する場合は、　ゴム手袋をして着脱トラップのとっ手部をつまみ、持ち上げて掃除をしてください。●掃除する場合は、中性洗剤とやわらかいス　ポンジを乙使用ください。●着脱トラップは、お湯や洗剤に浸した：り　洗剤を塗って放置したりすると、表面が　変質したりすることがありますのでこ注　意ください。故障したとぎは故障したときは、まず断水中でないか確認し、異常がなければ上ふたを取外してから次の点検項目にそって点検してください。各部品の場所は、各部のなまえの項（3ページ）でこ確認くださし、。点検項目にそって点検しても故障が直らない場合や、なお不審な場合は、止水栓の開閉ねじを閉じた後、お取付店・販売店または東陶メンテナンス（株）にこ相談ください。上ふたのはずしかたPゆるめる　　　　　　Lふた∈　　　　　　1一　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　／1　　一薩彦回　　藁　　一　　　　　、、、化粧ホルト1η　ゆるめるコネクタの抜き差しの要領冷．＿碑ε＼縢灘こ引●コネクタをはずすときは、　ロックを押し下げて引き抜んでくたさい．いてください。押す　　　　ロツクN藻一　〆〜　　　＼＼’　　　・寸寸　　　＼叢慧鴫点検項目上ふたをはずすときは、化粧ボルトをゆるめた後、化粧ボルトを内側へ押しこんでから上ふたをもちあ1ずて下さし、。上ふたを取付けるときは、化粧ボルトを強く締め込みすぎて小便器本体を割らないようこ注意くださいQ�@水が出ない�A水が止まらない�B洗浄水量が適切でないゆ∈璽〕唖璽／6�@水が出ないr　　　　　　　　　　　　＼水が出なくなる前、使用中に電池交換予告ランプが点滅していた。水が　出　な　い　　／　　／予告ランプ（点滅）＼　　　　　　　　　　　　　　ノ〆　　　　　＼電池を取り出して、もr　　　　　　　へ※使用していな〆　　　　　　　　＼　センサに手をか　ざす。水が出なくなる前、使用中に電池交換予告ランプが点滅していたかどうか、わか5ない。う一度入れ直してください。●要領は13ページをこ覧ください。マークが点灯しない。※使用していなくても（O）　マークが点灯　する。　　　　　　　点灯しなし／点灯する電池を交換してください。●交換の要　領は、13　ページを　こ覧くだ　さい。がな水出い⊂塞）電池を入糎すこと墜り、10分　　　　　間だけ電池父換予告フンプ（O）　　　　　が感知表示ランプとして働くため、、　　　　　※印の確認は電池入れ直し後、10分　　　　　以内に行ってください。元バルブおよび止水栓を開く。※使用中だけ　（O）マー　クが点灯す　る。止水栓　＼　（�_態、　　》ゆ�d　　開開いたが出ない感知距離を調節する。調節方法は、11ページをご覧ください。ン口三」ゲ神τくプヒニい　9キ▽ッフを府【レζ，1、恒ll鋳確D』v』書≧』』　　戸水　が　出　な　いr電磁弁用（赤　　　　　　　　　　へ　　　　　　黒）コネクタの接続を確認する。　　　電磁弁用コネクタ＼水が出ない＞〆　　＼　　し　一　　　　　　　　一ノ又／一＼、雑讐　　鼓＼甑森閉　＼詣　、曳開し融る＞　接続　されて　ない＼／　　　　　　　　　　＼正しく接続する。●要領は6ページをこ覧水が＼出ない／＼　　　　　　　　ノください。ノ取付工事店．販売店または東陶メンテナンス（株）へ78�A水が止まらない一一＼　瓢「　＼、　　職1　●止水栓の八ンドルを時計回りの方向へ回し　水を止める。9取付工事店・販売店または東陶メンテナンス（株）へ�B洗浄水量が適切でない　　　　（』〆ふさぎふた　　　　�d1　　　フィルタ　　　　奮−二＼ξ、螺詠　　＼響．　　獣＼i1グ　　　　　　　　、／／−−r／　　　　　　　　1フ鼠必蔚憲町、●洗浄水量が少ない場合�@止水栓のパンドルを時計回りの方向へ回し、止水する。�Aふさぎふたを外し、フィルタをとり出す。�Bフィルタの目づまりをブラシ等で軽く除去する。Oフィルタを分解しないでください。●止水栓は全開状態でこ使用ください。　止水栓を絞ると洗浄能力が低下して衛生性を損なう場合が　あります。がで量切い水適な取付工事店・販売店または東陶メンテナンス（株）へ10感知距離の調節方法●感知距離は、工場で調節後出荷しておりますので、通常の調節は不用です。万一通常の使用状態で感知しなかったり、対向壁等を感知してしまうときは、次の要領で調節してください。シールははがさないで下さい。のキャップを外すスイッチ感知鵬備考17002　　3600　500出荷時4380単位lmm）◎4◎、＿r�d��礁『　　　◎　◎慧9　　　�H〜調節方法�@感知しない場合（感知表示ランプが点灯しない）　●感知距離調節スイッチを口」へ回す。�A感知しっぱなしの場合（感知表示ランプが消灯しない）　●感知距離調節スイッチを「3」又は「4」へ回す。　●スイッチには無理な力を加えないでください。　●感知距離を必要以上に長くすると誤作動の原因になりますので必要最小限にとどめ　　てください。11、前洗浄の設定●前洗浄は、工場出荷時は切になっております。必要に応じて切換えてください・9キャップを外す　　ぢ　　ハ　　　　　　癒』恥、！（欝一＼…ヌ−7一一　　　　r一「「「田　〕＞　菖設定方法　　　　　　　ハ●コントローラの便塾）側のキャップを外してください。●前洗浄する場合は「A」または「B」の位置に設定してください・　「A」　感知開始から約2秒後に洗浄します。　「B」　感知開始から約5秒後に洗浄します。12電池の交換アフターサービス電池交換予告撫1自i滅点電池の交換要領　　　　　風〃　硲’　　　杢＼　　　1〃／　　　　　o　　／●コントローラの乾電池が吉れかかって　くると、感知するたびに電池交換予告　ランプが20回点滅します。●電池交換予告ランプが点滅し始めたら、　お早めに次の要領で電池交換をしてく　ださい。●電池交換方法　�@コントローラ上面の4本のねじをゆ　　るめて電池ふたを外します。�A消耗した電池をとりはずします。�B電池の向ぎに注意して電池を組み込　み、ふたをしてねじをとめます。●乾電池は単3アルカリ乾電池です。単3マンガン乾電池では寿命が短くなります。●乾電池の取替は一度に全部行ってください。●新しい乾電池と古い乾電池・もしくは異種の電池を混用しないでください。●アフターサービスを依頼される前に、6ページの故障したときはの項をもう一度こ確認下さい。●それでも不具合な場合、あるいは不明な場合はこ自身で修理せず、お取付店・販売店または東陶メンテナンス（株）にこ連絡ください。●アフターサービスをお申しつけのときは、次の事をお知らせください。�@製品名：US一体形小便器�A形式：US620CKS、US610CKS、US520CIくS、US720CKSのいずれか�B故障の現象（できるだけ詳しく）�C取付年月日�Dお名前・住所・電話番号�E道順保証について　この説明書に「保証書」を添付しておりますので、必ずお取付工事店名、取付け日などの　記入をお確かめになり、無料修理規定をよくお読みのうえ、大切に保存してください。●保証期間中に修理を依頼されるときは、お取付店・販売店または東陶メンテナンス（株）　に「保証書」をそえて修理を依頼してください。●保証期間経過後、修理を依頼されるとぎは、まずお取付店・販売店または東陶メンテナ　ンス（株）にこ相談ください。　修理により製品の機能が維持でぎる場合は、乙希望により有料で修理いたします。●この器具の補修用性能部品の最低保有期間は製造打切後9年です。　なお、補修用性能部品とは、製品の機能を維持するための部品です。※使用済の乾電池は不燃ゴミとして処理してください。1314詳戴罰　　聯⊂ω昭00パω⊂ω�@一〇〇八oD⊂ω�ph⊃00木ω　　　　⊂00刈mOOパGO唐　へ　q（冊鏑潤削）偲ωざて廿⊂欝醐註仁斜偲ωごマ廿⊂甜醐侍斜掛偲ω関セδ⊂　　冊ω園ミ廿し鮒醐首昏斜　　　　揖潤活斜斜、」二細舗駅洋7守（風酬湿跳×71芒唐へ風　　（升駅）丁畑でq酬賑培N71芒矯へ風　　（丹駅）7Uで駄酬曲は糾　　　7畑で“酬面は腓睡準攣×71」マ　　　　鷹礁7N7ー」マ　　埼へ風　　　　陣⊂モ駄唐へ風馳匙4離（前）（魍訟）（副叫）轟bO×嵩O×一一ωO（南）（魍訪）（副叫）（前）（魍m）（酬叫）　（前）（魍m）（副叫）ω8×ωc・。×一。m�p　ミ。×ω�@。×�L�@。「食。×ω。・。×お。�p腱罰餌欄誉�pω盃誉お盃　　　一　　書ω刈盃　　　』　　諾き語冊首酬罰曲挙80回恵謡d．誉沁曾璽醤島雌瑞畑晋回餌σ�@O。ヨ眞Σ鄭醤邑廟罪醒�p尊眞旨（�p蝋寧挑劃d．〔叫需轡C餅偉〜）癌　謡　呉匠畏叫亘叫雪調副譲針＃呉爺美m計姻｛卯邑〆燗洪一田Ob刈ζ刀m則副一呉ハ田O■刈�pζ刀�@犀　呉　�o爺呉賄露導果勲講へ細調当汁晒国a昌Gdh⊃〜鼻O＼、回（q関驚「哉＃毬）　　　　一�p〉（賄講むG刀し一＼隙）�pO融噸知可く⊂�p9＜刀9癌丑諦圓響團O〜き．0（呉晒輿叫一〜9．0）●ヌ出叫茸パ勝く氏海望d叫。翻》耕曲□課》蔚歯耕　並　田冊謝酬US一体形小便器保証書rお　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼おなまえ　　　　　　　　　　　　　　　　　様〆対象部位・機能保証期間、基本保証便　器据付け引渡し後　2力年客　様おところ扉）一電気機器据付け引渡し後　1力年お取付店名　　　　　　　　　��電話　　　　特定機能の解長保証防水機能据付け引渡し後　5力年　　　　　ノ��防水機能保証範囲例：便器及びタンク陶器本体部の衝撃以外に自然に発生する割れ・ひびによる水アれ。大望は　木妻評薪内容で鉦料修理を行うことをお＼据付け弓1渡しd　　年月日ノや　　�@　　　　　　唱叩　　　　　　　　　　　　防水機能保証範囲例：便器及びタンク陶器本体部の衝据付け引渡し日　　　　　　　年　　　月　　　日　　撃以外に自然に発生する割れ・ひびによる水アれ。上欄に記入のなし、場合は無効となりますので、必ず翻る赫翌内容で無料II多理を行うことをお記入の有無をこ確認ください。　　　　　　　　　　　表記期悶中に故障が発生した場合は、本書を雪提　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示の上、お取付店・販売店または東陶メンァナ品番儲騰麟麗護紫ど榔評ル副2α101晒）に1彦　　　　　　　　　　　　　　東陶機器株式会社　　　　　　　　　　　　　　〒802・8601北九州市小倉北区中島2丁目1番1号TELO93（951）211］ま扇一刈1，取扱説明書、張付けラベルなどの注意書にしたがった正常な使　用状態で故障した場合には、表記の期問、無料修理いたします。2，保証期問内に故障して無料修理を受ける場合は、お取付店・販　売店または東陶メンテナンス（株）にこ依頼の上、出張修理に際　　して、本書をこ提示ください。3．こ贈答品などで本書に記入してあるお取付店または販売店に修　理が乙依頼できない場合には、「取扱説明書」に記載の東陶メン　テナンス（株）へこ相談ください。4．保証期間内でも、次の場合には有料修理になります。　　〔イ）取扱説明書などに記載された適切な使用または維持管理を行　　　わなかったことに起因する不具合。　　（□）施工説明書などに基づかない施工・修理などに起因する不具合。　　�倹齧蜍ﾆ者以外による移動・分解などに起因する不具合。　　（コ建築躯体の変形に起因する不具合。　　（ホ）色あせなどの経年変化または使用に伴う傷、摩耗などの外観　　　上の不具合。　　囚火災・公害・ガス害（硫化水素ガス）・塩害または異常電圧・　　　指定外の使用電源（電圧、周波数）などに起因する不具合。　　／卜）ねずみなどの動物の行為に起因する不具合。　　〔チ）地震、噴火．洪水、落雷、津波など天変地異または、戦争、　　　暴動など破壊行為による不具合。　　（」）パッキンなど消耗部品の通常消耗以外の損傷に起因する不具合。　　／ヌン砂やゴミなどの配管内の異物に起因する不具合。　　（ル）温泉水、井戸水などであって水道法に定められた飲料水の水　　　質基準に適合しない水を供給したことに起因する不具合。　　（ヲ1寒冷地仕様ではない場合の凍結に起因する不具合。　　�P本書のこ提示がない場合。　　／カ）本書にお客様名、お取付店名または販売店名、据付け引渡し　　　日の記入のない場合。5　本書は日本国内においてのみ有効です。6　本書は再発行しませんので、紛失しないよう大切に保存してく　　ださい。　修理をお約束するものです。　したがって、この保証書によってお客様の法律上の権利を制限　するものではありません。　保証期間経過後の修理などについて乙不明の場合は、「取扱説明書」　に記載のお客様相談室または東陶メンテナンス（株）にお問い合　わせください。※この保証書は　本書に明示した期間、条件のもとにおいて、無料年月日サービス内容　　　　　　　　　　　　　　　　1担当者ζmζO東陶機器株式会社商品のお問合せは丁0丁0お客嫁相談室へ｝�J嘱2◎一◎諺一囎鱒畷�J瞳受付1！寺r2月：∫1え日　9：〔｝〔）〜18：〔）〔）　　　　　　土・日・祝日上〔）論0〜1竃〔）0　　　　　　（夏期休暇・年末年始を除く〉インターネットホームページ　htヒp一／／www　toto、co．lp／†荊修部品のこ購入はTOTOパーツセンターへ噸剛四〇120−82鑛譲一欝騒囲　　：il乙EI　9；。⊂｝〜18：（）（ワ　　　　　　十・日・祝日1〔）：00、⊥81〔）O　　　　　　（夏期休暇・午末年始を除く）修理についてのこ用命は菓陶メンテナンス（株）へ甲寧�J12�J一1◎鯛》一◎5回国受付（年蜘オ、）　　　受付時朋：関東・甲信越地区8：00〜20100　　　　　　1上記以外の地区9：00〜20：00　　　1方問修理（：年中無休）　�n）：（〕〔）一18『（）（）商品に関するこ相談や修理については、下記のお取付工事店・販売店へ本社〒802−8601北九州南小倉北区中島2十1（093）90F・2−「2001，10HO6163R

